




































































































できたが、2014 年度の FR1 を終えた時点での私の素









































































































































































































2014 年度（FR1）（及び、引き続き 2015 年度（FR2））
を通じて、気候適応史プロジェクトにおける異分野
融合の取り組みは、各グループのリーダー・サブリー
ダーを中心とした、プロジェクトメンバー各位の努
力によって徐々に進められ、さまざまな研究の成果・
業績として実を結びつつある。プロジェクト全体と
しては、さらにその成果を「地球環境問題の解決に
資する」するという、地球研の本来の目的につなげ
ていく必要があるが、その展望については、本報告
書の中の私自身の拙文（中塚、27 ページ）も是非参
照して頂きたい。
ここでは本項の最後に、異分野融合というプロジェ
クトの根源的な課題を促進する上で、プロジェクト
オフィスが真っ先に取り組む必要があり、また多く
のプロジェクトメンバーが期待していたにもかかわ
らず、プロジェクトリーダー自身をはじめとするプ
ロジェクトオフィスの怠慢により、現時点（2015 年
1 月）まで具体化できなかった課題について、その展
望を、反省を込めて記しておきたい。それは、デー
タのシェアリングの課題である。
本プロジェクトでは、樹木年輪データや古日記デー
タをはじめとする各種の古気候プロキシーのデータ
を、年貢や物価、人口などの定量的なデータを含む、
歴史学・考古学から得られる無数の事項群と自由に
対比して、その間の関係性を探る作業が、研究の骨
格部分を成している。こうしたデータを対比する作
業は、プロジェクトメンバーの歴史学や考古学、古
気候学や気候学の関係者（データの種類によっては、
プロジェクトのテーマに興味を持つプロジェクト内
外の全ての人）に、いつでもどこでも気が向いたと
きに制限なく行なってもらうことで、新たな発見が
生まれる可能性が高くなる。つまり、プロジェクト
で出したデータを全て公開して、プロジェクトメン
バーの内外で共有することが、プロジェクトの成功
はもちろん、関連分野を含む広い意味での異分野融
合研究の促進に最も有効であると考えられる。これ
までは、原著論文の出版時期などとの関係などから、
なかなかデータの公開と共有の取り組みを進めるこ
とができなかったが、今後は、原著論文の執筆を急
ぐことはもちろん、それと並行して、それとは別に、
シェアできるデータをどんどんシェアして、異分野
融合研究の促進に貢献していきたい。
